
析
　
　
雨

説
　
　
法

－
理
に
責
め
て
ー

　
　
は
じ
め
に

　
『
源
平
盛
衰
記
』
　
（
巻
三
）
に
は
、
「
澄
憲
雨
を
祈
る
事
」
と
い

う
段
が
あ
り
、
澄
憲
の
祈
雨
説
法
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
春
の
比
よ
り
天
下
旱
魅
し
夏
の
半
ば
に
至
り
、
江
河
流
れ
止
ま
り

　
け
れ
ば
、
土
民
耕
作
の
煩
ひ
を
歎
き
、
国
土
農
業
の
勤
め
を
廃
す
。

そ
う
い
う
状
態
の
中
に
清
涼
殿
に
お
い
て
恒
例
の
最
勝
講
が
行
わ
れ

　
五
月
二
十
四
日
は
開
白
な
り
、
二
十
五
日
は
第
二
日
な
り
。
朝
座

　
の
導
師
は
、
興
福
寺
権
少
僧
都
覚
長
、
夕
座
は
山
門
の
権
少
僧
都

　
澄
憲
、
澄
憲
天
下
の
旱
魅
を
歎
き
、
勧
農
の
敗
退
を
憂
へ
て
、
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
白
に
言
を
尽
し
、
龍
神
に
理
を
責
め
て
、
雨
を
祈
り
乞
ひ
た
ま
ひ

　
け
り
。
（
傍
線
は
私
に
付
し
た
も
の
以
下
同
）

　
そ
の
結
果
見
事
に
雨
が
降
り
、
澄
憲
は
面
目
を
施
す
の
で
あ
る
。

龍
神
は
周
知
の
よ
う
に
雨
を
司
る
神
で
あ
り
、
そ
の
龍
に
対
し
て
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
　
東
　
　
大
　
　
隆

を
降
ら
せ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
働
き
か
け
の

方
法
が
、
「
理
を
責
め
る
」
内
容
の
敬
白
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
理
を
責
め
る
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
に
つ
い

て
、
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
い
く
っ
か

の
手
順
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
先
ず
最
初
に
祈
雨
説
法
と
は
歴

史
的
に
見
て
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の
流
れ
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
１

　
祈
雨
説
法
と
は
、
文
字
通
り
旱
魁
に
際
し
て
雨
を
析
る
、
所
謂

「
雨
請
い
」
の
為
の
説
法
で
あ
る
。
我
国
は
農
耕
を
主
体
と
す
る
民

族
で
あ
る
の
で
、
天
候
の
不
順
は
大
問
題
で
あ
り
、
就
中
、
植
付
け

の
時
期
に
雨
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
殷
た
る
も
の
で
あ
る
。

天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
も
殆

ど
変
化
が
な
い
程
で
あ
る
。
勿
論
適
度
の
雨
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

降
り
す
ぎ
る
の
も
又
問
題
で
あ
る
。
実
朝
が
「
時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば

民
の
歎
き
な
り
…
…
」
と
龍
王
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
は
、
夙
に
知
ら
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れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
朝
に
お
け
る
祈
雨
の
例
は
、
推
古
天
皇
の
世
三
年
に
高
麗
の
僧

恵
濯
を
し
て
、
「
令
著
着
衣
、
講
読
三
論
」
の
が
最
初
と
思
わ
れ
る
。

恵
濯
伝
に
つ
い
て
は
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
『
元
亨
釈
書
』
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
降
雨
を
え
た
旨
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合

は
「
講
読
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
単
に
読
誦
と
い
う
こ
と
と

は
ヽ
若
干
意
味
が
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
・
猶
ヽ
恵
濯
が
三
論
に
づ

い
て
講
じ
た
の
は
、
こ
の
時
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
『
日
本
書
紀
』
　
（
皇
極
天
皇
元
年
）
で
は
、
六
月
の
十
六
日
に
微

雨
が
あ
っ
て
以
来
、
雨
が
な
く
七
月
に
な
っ
て
析
雨
を
す
る
。

　
は
じ
め
に
「
村
村
の
祝
部
の
所
教
の
随
に
、
或
い
は
牛
馬
を
殺
し

て
、
諸
の
社
の
神
を
祭
る
。
或
い
は
頻
り
に
市
を
移
す
。
河
伯
を
躊

る
。
既
に
所
効
無
し
」
と
い
う
結
果
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
寺
寺
に

し
て
大
乗
経
典
転
読
み
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
悔
過
す
る
こ
と
、
仏
の

説
き
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
如
く
し
て
、
敬
び
て
雨
を
折
は
む
」
　
（
原
漢

文
）
と
、
蘇
我
大
臣
が
言
う
と
、
「
大
寺
の
南
の
庭
に
し
て
、
仏
菩

薩
の
像
と
四
天
王
の
像
と
を
厳
ひ
て
、
衆
の
僧
を
屈
び
請
せ
て
、
大

震
経
等
を
読
」
ま
せ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
日
に
な
っ
て
も
「
微
雨
ふ

る
」
程
度
で
、
さ
し
た
る
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
、
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
最
後
に
は
、
天
皇
が
南
淵
の
川
上
に
行
幸
し
て
四
方
を
拝
し
て
、

天
を
仰
い
で
折
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
雷
鳴
し
て
大
雨
が
降
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
当
時
折
雨
の
為
に
実
施
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
、

　
是
の
夏
に
、
大
き
に
旱
す
。
使
を
四
方
に
遣
し
て
、
幣
帛
を
捧
げ

　
て
、
請
の
神
祇
に
折
ら
し
む
。
亦
諸
の
僧
尼
を
請
せ
て
、
三
宝
に

　
折
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
雨
ふ
ら
ず
。
是
に
由
り
て
、
五
穀
登
ら
ず
。

　
百
姓
飢
ゑ
す
。

と
あ
り
、
「
神
祇
」
と
コ
ニ
宝
」
の
両
方
に
折
請
し
た
の
で
あ
る
が
、

効
験
が
な
か
っ
た
。
又
更
に
天
武
天
皇
十
二
年
の
秋
七
月
に
も
旱
り

が
続
き
、
広
瀬
・
油
田
の
神
を
祭
り
、
百
済
の
僧
道
蔵
が
雨
請
い
を

し
て
い
る
。
こ
の
時
は
「
雨
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
道
蔵
は
持
続
天

皇
の
秋
に
も
折
雨
に
成
功
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
六
国
史
に
は
折
雨
の
記
載
が
散
見
さ
れ
る
。
其
れ
等
は
、

概
ね
或
い
は
「
神
祇
」
に
、
或
い
は
こ
二
宝
」
に
折
詰
し
て
い
る
。

　
　
『
性
霊
集
』
の
「
喜
雨
歌
」
に
は
、
旱
天
の
嘆
き
を
述
べ
、

　
寺
寺
に
僧
を
進
め
て
妙
法
を
開
き
、
山
山
に
使
を
駆
せ
て
躊
折
す

　
る
こ
と
周
し
。
老
僧
読
誦
し
て
微
官
起
り
、
禅
客
持
観
し
て
雨
の

　
足
優
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
漢
文
）



こ
こ
で
は
、
「
妙
法
を
開
き
、
祷
祈
す
る
こ
と
」
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
め
で
た
く
降
雨
し
、
待
望
久
し
い
雨
を
得
た

喜
び
を
、
以
下
に
緩
々
述
べ
て
い
る
。

　
又
、
大
和
の
丹
生
川
上
神
社
は
雨
師
神
社
と
呼
ば
れ
、
祈
雨
に
は

黒
馬
、
止
雨
に
は
白
馬
を
奉
っ
た
こ
と
が
史
書
等
に
散
見
さ
れ
る
。

貴
布
禰
神
社
も
同
様
で
あ
る
。
（
雨
の
降
ら
な
い
の
も
困
る
が
、
降

り
過
ぎ
る
の
も
又
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
祈
雨
と
止
雨

と
い
う
願
い
’
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）

　
雨
を
請
う
と
い
う
祈
雨
の
為
の
神
仏
へ
の
働
き
か
け
は
、
種
々
古

い
時
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
農
耕
を
そ
の
主
た
る
な
り
わ
い
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た

時
か
ら
、
必
要
と
し
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
儀
式
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
範
囲
で
は

判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
（
勿
論
、
祈
っ
た
と
か
、
経
典
を
転
読

し
た
と
か
い
う
記
載
は
あ
る
が
、
具
体
的
で
は
な
い
。
）

　
さ
て
、
次
に
そ
の
内
容
に
留
意
し
な
が
ら
、
考
え
を
進
め
て
み
よ

う
。
気
付
く
ま
ま
に
い
く
っ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
イ
、
『
請
雨
経
』
の
法
を
修
し
た
例

　
　
　
天
長
元
年
二
月
に
、
天
下
大
き
に
旱
魅
し
た
の
で
空
海
に
勅

　
　
　
し
て
、
神
泉
苑
で
『
請
雨
経
』
の
法
を
修
め
て
い
る
。
『
古

　
　
　
事
談
』
三
ノ
十
）

　
　
　
　
（
『
請
雨
経
』
の
法
は
『
大
雪
輪
請
雨
経
』
に
基
づ
き
、
諸

　
　
　
龍
神
を
勧
請
し
て
雨
を
祈
る
儀
式
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
以
後
神
泉
苑
は
、
降
雨
を
祈
願
す
る
場
所
と
し
て
頻
り

　
　
に
史
書
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
）

ロ
、
経
典
を
転
読
し
・
読
誦
し
た
例

　
　
恵
心
僧
都
、
旱
魅
の
時
、
弟
子
を
御
廠
に
遣
わ
し
、
『
大
般

　
　
若
経
』
を
転
読
せ
し
む
。
わ
れ
ま
た
本
房
に
お
い
て
、
自
ら

　
　
『
最
勝
王
経
』
を
読
み
て
、
共
に
こ
の
難
を
析
る
。
（
『
古

　
　
事
談
』
三
ノ
ニ
こ

ハ
、
宣
命
に
よ
る
降
雨
の
例

　
　
保
延
五
年
五
月
一
日
、
祈
雨
奉
幣
有
け
り
。
大
宮
大
夫
師
頼

　
　
卿
奉
行
せ
ら
れ
る
け
る
に
、
大
内
記
儒
弁
さ
は
り
あ
り
て
ま

　
　
い
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
宣
命
を
作
べ
き
人
な
か
り
け
れ
ば
、
上

　
　
卿
忍
び
て
宣
命
を
つ
く
り
て
、
小
内
記
相
永
が
作
た
る
と
ぞ

　
　
号
せ
ら
れ
け
る
。
此
宣
命
か
な
ら
ず
神
感
あ
る
べ
き
よ
し
自

　
　
賛
せ
ら
れ
け
る
に
、
は
た
し
て
三
日
、
雨
お
び
た
だ
し
く
ふ

　
　
り
た
り
け
る
と
な
ん
。
（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
一
）

　
と
あ
り
、
そ
の
宣
命
が
神
の
御
感
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
三

　
日
の
間
降
雨
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
宣
命
は
「
裏
書
云
」
と
し

　
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ニ
、
和
歌
に
感
じ
て
降
雨
の
例

　
　
能
因
入
道
、
伊
与
守
実
績
に
と
も
な
ひ
て
、
彼
国
に
く
だ
り

　
　
た
り
け
れ
ば
、
夏
の
始
日
久
く
て
り
て
民
な
げ
き
あ
さ
か
ら

　
　
ざ
り
け
る
に
、
神
は
和
歌
に
め
で
さ
せ
給
も
の
な
り
、
こ
こ

　
　
ろ
み
に
よ
み
て
三
島
に
た
て
ま
つ
る
べ
き
よ
し
を
、
国
司
し

　
　
き
り
に
す
ｘ
め
れ
ば
、

　
　
　
天
川
苗
代
水
に
せ
き
く
だ
せ
あ
ま
く
だ
り
ま
す
神
な
ら
ば
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神

　
　
　
と
よ
め
る
を
、
み
て
ぐ
ら
に
か
き
て
、
社
司
し
て
申
あ
げ
た

　
　
　
り
け
れ
ば
、
炎
旱
の
天
、
俄
に
く
も
り
わ
た
り
て
、
大
な
る

　
　
　
雨
ふ
り
て
、
か
れ
た
る
稲
葉
を
し
な
べ
て
み
ど
り
に
か
へ
り

　
　
　
け
り
。

　
　
と
あ
り
、
和
歌
に
感
じ
降
雨
し
て
い
る
。
（
『
古
今
著
聞
集
』

　
　
巻
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
以
上
、
祈
雨
の
例
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
色
々
な
形
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
出
来
る
の
で
あ
る
。
又
、
恒
常

的
な
行
事
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
今
日
程
潅
漑
の
施

設
が
拡
充
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
機
械
の
力
を
か
り
る
わ
け

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
に
よ
る
と
こ
ろ
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
祈

雨
も
ま
た
そ
う
い
う
事
情
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
熱
心
さ
は
今
日
の
比
で
は
な
い
。
そ
の
効
果
の
程
が
そ
の

祈
雨
を
司
る
人
の
、
権
威
の
評
価
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
論
を
侯

た
な
い
。

　
　
　
２

　
さ
て
、
次
に
そ
の
祈
雨
の
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
小
論
の
中
心
課
題
を
、
析
雨
説
法
の

内
容
、
つ
ま
り
、
そ
の
説
法
の
し
か
た
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に

お
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
い
く
つ
か
の
例
は
、
概
ね
が
経
典
を
転
読
し
た
と
い
う

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
『
雨
言
雑
秘
記
』
に
、
大
変
厳
重
に
修
さ
れ
た
祈
雨
法
の
次
第
が

あ
る
。
そ
の
例
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
治
暦
元
年
（
五
月
十
一
日
付
）
の
源
経
成
の
成
尊
宛
の
書
が
あ
り
、

綸
言
を
受
け
て
、
祈
雨
の
法
を
始
め
る
。
成
尊
は
祈
雨
の
験
に
よ
っ

て
既
に
周
知
さ
れ
て
い
た
僧
で
あ
っ
た
。

こ
の
祈
雨
法
は
、
七
日
に
亘
っ
て
勤
修
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
請
雨

経
御
修
法
十
七
ケ
日
支
度
事
」
と
、
そ
の
為
の
用
意
の
様
を
記
し
て

い
る
。
そ
の
い
く
っ
か
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
大
曼
荼
羅
二
頓

　
御
素
衣
絹
七
丈
　
　
青
色

　
蘇
七
合

　
蜜
七
合

　
名
香
　
白
壇
　
沈
水
香
等

　
五
宝
　
金
　
銀
　
瑠
璃
　
真
珠
　
水
精

　
五
薬
　
人
参
　
荻
苓
　
天
冬
　
甘
草
　
白
芥
子

　
五
香
　
薫
陸
　
白
檀
　
蘇
合
　
龍
脳
　
安
息

　
五
穀
　
稲
穀
　
大
豆
　
小
豆
　
大
麦
　
胡
麻

　
金
七
両

　
油
　
五
斗
三
升
八
合

　
壇
供
米
二
十
五
石
二
斗

　
一
丈
青
幡
一
流
。
相
見
一
丈
五
尺
棹
一

　
八
尺
青
幡
廿
八
流

　
六
尺
青
幡
十
二
流
。
相
見
一
丈
棹
十
二

　
壇
四
面
之
内
。
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大
壇
一
面
方
六
尺
。
護
摩
壇
一
面
方
六
尺
。
十
二
天
壇
一
面
三
尺

五
寸
。
聖
天
壇
一
面
三
尺
五
寸
。

脇
机
六
前
。
大
壇
二
前
。
護
摩
二
前
。
天
壇
各
一
前
。

燈
毫
四
十
本
。

脛
机
け
前

楼
盤
二
基

半
畳
四
枚

壇
敷
料
紺
布
三
段
　
之
内
。
大
壇
料
一
段
。
護
摩
壇
料
一
段
。
天

壇
両
一
段
。

蝋
燭
仔
蓋
料
布
一
端

大
青
窟
器
百
口

小
青
麦
器
百
口
。
闘
伽
料
可
具
尻
居

青
宜
瓶
十
（
四
）
口
。
花
瓶
料

紺
幕
一
帖

雑
器
直
料
米
五
石

阿
闇
梨

伴
僧
甘
口

行
事
一
人

承
仕
四
人

駈
仕
八
入

見
入
二
人

以
上
が
、
「
請
雨
経
御
修
法
」
に
際
し
て
、
用
意
さ
れ
た
も
の
と
、

参
動
し
た
僧
な
ど
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
も
の
を
見
た
だ
け
で
も
、
そ

の
規
模
が
壮
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
出
来
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
又
、
具
体
的
な
行
法
の
次
第
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
上
堂
観
　
　
　
　
　
至
道
場
観

　
開
道
場
観
　
　
　
　
壇
前
社
礼

　
弁
供
　
　
　
　
　
　
着
座
普
礼

　
塗
香
　
　
　
　
　
　
三
密
観

　
浄
三
業
　
　
　
　
　
三
部
肢
甲

　
加
持
香
水
　
　
　
　
加
持
供
物
。
　
不
動

　
浄
地
　
　
　
　
　
　
浄
身

　
浄
三
業
　
　
　
　
　
三
部
心

　
後
肢
甲
　
　
　
　
　
観
仏

　
金
剛
起
　
　
　
　
　
普
礼

と
い
う
一
連
の
所
作
の
後
、
表
白
が
読
ま
れ
る
。
そ
の
表
白
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

　
敬
白
真
言
教
主
大
日
如
来
。
四
法
四
智
。
四
波
羅
密
。
十
六
八
供

　
摂
薩
唾
。
令
転
者
五
大
忿
怒
。
殊
別
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
。

　
観
音
金
剛
手
等
諸
大
菩
薩
。
三
千
世
界
主
輪
蓋
龍
不
一
。
難
設
陀
難

　
諸
人
龍
王
並
井
五
大
龍
王
等
。
不
可
説
々
々
々
若
千
大
小
龍
王
。

　
大
雲
経
申
請
尊
聖
衆
。
惣
両
部
界
会
九
会
四
重
外
金
剛
部
護
法
天

　
等
。
御
前
毎
驚
言
。
　
　
　
　
　
　
某

引
き
続
い
て
「
神
分
・
五
悔
・
勧
請
」
が
あ
り
、
勧
請
さ
れ
た
『
大

雲
経
』
の
申
の
諸
衆
生
に
対
し
て
、
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せ
雨
普
潤
成
五
穀
　
国
土
万
民
令
安
隠

と
折
詰
さ
れ
、
「
発
願
」
が
あ
る
。

　
至
心
発
願
　
真
言
教
主
　
大
日
如
来
　
四
方
四
智

　
十
六
菩
薩
　
八
供
四
摂
　
教
令
輪
者
　
降
三
世
尊

　
大
慈
世
尊
　
大
雲
経
中
　
諸
天
聖
衆
　
輪
蓋
龍
王

　
諸
天
龍
王
　
両
部
界
会
　
詰
尊
聖
衆
　
外
金
剛
部

　
還
念
本
誓
　
降
臨
道
場
　
所
設
妙
供
　
哀
感
摂
受

　
消
除
不
祥
　
消
除
災
難
　
増
長
宝
寿
　
恒
受
快
楽

　
五
穀
成
就
　
　
二
句
二
反
或
三
反

四
波
羅
密

本
尊
界
会

難
陀
蹟
難

護
法
天
等

護
持
国
王
‘

甘
雨
普
潤

　
国
土
安
隠
　
万
民
豊
楽
　
天
上
法
界
　
平
等
利
益

　
　
「
甘
雨
普
潤
　
五
穀
成
就
」
の
二
句
を
、
二
反
双
三
反
繰
り
返
し

て
、
楓
誦
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
目
的
の
顕
著
さ
が
、
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
更
に
、
「
道
場
観
」
が
あ
り
、
「
闘
伽
」
　
「
華
座
」
　
「
振
鈴
」
な

　
ど
に
引
き
続
い
て
、

　
大
日
加
持

　
本
尊
加
持

　
観
音
印
明
等
の
印
明

　
散
念
誦

　
後
供
養

最
後
に
廻
向
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
、

　
消
除
災
難
　
増
長
宝
寿
　
伝
受
快
楽
　
除
災
旱
魅
　
甘
雨
普
潤

　
五
穀
成
就
　
二
句
二
反
　
国
土
安
隠
　
万
民
豊
楽

と
あ
り
、
そ
の
目
的
で
あ
る
祈
雨
へ
の
祈
願
が
、
繰
り
返
し
延
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
以
上
『
雨
言
雑
秘
記
』
に
示
す
「
行
法
次
第
」
に
つ
い
て
み
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
大
変
大
掛
か
り
に
勤
修
さ
れ
て
い
た
様
子
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
だ
け
に
又
、
祈
雨
に
よ
せ
る
願
望
の
切
実
さ

が
窮
え
る
。

　
次
に
、
澄
憲
の
祈
雨
説
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
細
に

考
察
し
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
理
に
責
め
て
」
と
い
う

表
現
を
さ
れ
て
い
る
特
色
は
、
澄
憲
の
な
し
た
「
敬
白
」
が
、
「
天

下
の
旱
魅
を
敷
き
、
勘
農
の
廃
退
を
憂
へ
て
、
敬
白
に
言
を
尽
し
、

龍
神
に
理
に
責
め
て
、
雨
を
祈
り
乞
ひ
」
だ
「
敬
白
」
の
中
身
に
あ

る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
「
敬
白
」
を
注
意
し
て
み
る
と
、
次
の
三
つ
の
部
分
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
　
Ｉ
、
現
状
の
説
明
（
理
不
尽
な
現
実
）

　
　
２
、
原
因
の
究
明

　
　
３
、
降
雨
の
説
得

Ｉ
で
、
法
会
を
修
し
て
い
る
の
に
旱
魅
し
、
そ
の
為
に
如
何
に
人
々

が
困
窮
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
２
で
、
そ
の
旱
魅
の
原

因
は
何
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
の
を
述
べ
る
。
更
に
３
に
お
い
て
、

雨
を
司
る
神
で
あ
る
龍
神
に
対
し
て
、
降
雨
を
要
請
す
る
。
（
そ
の

結
果
見
事
に
雨
が
降
る
の
で
あ
る
。
）

　
も
う
少
し
具
体
的
に
「
敬
白
」
の
中
身
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
我
聖
朝
御
願
ノ
金
光
最
勝
ノ
画
会
ヲ
見
ル
ニ
春
夏
迎
ヘ
テ
怠
ル
コ
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卜
無
シ
、
仏
二
帰
シ
法
ヲ
信
ズ
、
御
願
歳
月
ヲ
送
ッ
テ
弥
盛
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
漢
文
以
下
同
じ
）

と
、
仏
教
に
帰
依
し
て
金
光
最
勝
の
画
会
を
、
春
夏
二
期
に
勤
修
し

て
い
る
こ
と
を
叙
述
す
る
。
つ
ま
り
、
早
魅
と
い
う
天
災
に
遭
わ
ね

ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
次
に
、

　
而
ル
ニ
頃
年
七
八
箇
年
、
毎
歳
早
紘
之
憂
有
、
如
何
ト
イ
フ
コ
ト

　
ヲ
知
ら
不

と
あ
る
。
「
而
ル
ニ
」
と
い
う
語
に
、
理
不
尽
を
嘆
く
澄
憲
の
気
持

ち
が
、
込
め
ら
れ
て
い
る
。
農
夫
は
「
手
ヲ
供
し
て
西
二
動
ヲ
作
ス

已
二
廃
レ
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。

　
そ
う
い
う
早
紘
の
状
態
が
出
現
し
た
の
は
、

　
　
恐
ク
ハ
龍
神
の
眼
ヲ
為
ス
コ
ト
有
ラ
ン
鰍

　
　
恐
ク
ハ
龍
神
聊
か
相
嫉
ミ
、
天
衆
少
シ
祐
ケ
不
る
事
有
ル
鰍

と
、
龍
神
の
「
瞬
り
」
で
あ
っ
た
り
、
「
嫉
ミ
」
で
あ
っ
た
り
し
た
。

龍
神
を
し
て
そ
の
よ
う
な
状
態
に
せ
し
め
た
も
の
は
、

一
入
御
政
争
か
天
二
背
ク
コ
ト
無
く
、
万
民
の
所
為
定
メ
テ
過

　
　
ヲ
犯
ス
コ
ト
有
ラ
ン

天
皇
の
政
治
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
万
民
の
所
為
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
し
た
。
古
来
、
天
変
地
異
は
悪
政
の
な
せ
る
結
果
と
思
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
言
う
と
今
上
を
難
じ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
物
言
わ
ぬ
万
民
の
罪
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
そ
の
場
を
と
り
つ

く
ろ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
早
魅
の
事
実
に
対
し
て
、
そ
の
原
因
を
も
含
め
て
、
「
実
に
恐
ル

可
シ
深
ク
謝
ス
可
シ
」
と
、
龍
神
の
偉
大
な
力
に
対
し
て
、
ひ
た
す

ら
平
服
し
て
い
る
。
が
、

　
－
　
但
シ
慎
重
テ
事
ノ
情
ヲ
案
ズ
ル
ニ

と
、
降
雨
を
勧
め
る
よ
う
に
、
龍
神
を
説
得
す
る
姿
勢
に
は
い
る
。

　
　
「
我
大
日
本
国
八
木
是
神
国
」
で
あ
り
、
「
善
神
尤
モ
守
る
可
キ

　
国
也
、
龍
天
概
ク
葉
ツ
可
カ
ラ
不
ル
ノ
境
」
で
あ
る
。
更
に
「
何

二
況
ヤ
欽
明
天
皇
ノ
代
、
仏
法
初
メ
テ
本
朝
二
渡
ル
…
…
…
」
と
、

仏
教
に
も
縁
の
深
い
国
で
あ
る
こ
と
を
、
説
明
す
る
。
以
下
、
纏
々

日
本
に
お
け
る
仏
教
崇
拝
の
歴
史
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
歴
史
の
途

絶
え
な
い
こ
と
は
、
「
推
古
天
皇
ョ
リ
以
来
、
五
百
七
十
余
年
末
仏

法
ヲ
棄
ツ
ル
之
代
ヲ
見
ズ
」
と
述
べ
、
神
国
で
あ
り
、
仏
法
護
持
の

国
で
あ
る
と
い
う
旨
を
言
う
。
次
に
、

　
然
バ
即
チ
天
人
我
国
ヲ
護
ラ
不
ズ
ン
バ
、
即
チ
常
圭
三
宝
ヲ
護
ラ

　
不
、
龍
神
若
シ
我
国
ヲ
悪
マ
バ
、
即
チ
三
宝
福
田
ヲ
悪
ミ
奉
ル
ナ

　
リ
、
雨
ヲ
降
サ
不
シ
テ
地
利
ヲ
失
ハ
バ
、
仏
界
皆
供
養
ヲ
絶
タ
ン
、

　
災
ヲ
止
メ
不
シ
テ
人
民
ヲ
損
セ
バ
、
出
家
定
メ
テ
徒
衆
ヲ
滅
サ
ン

　
歎
、
護
国
ノ
四
王
、
聖
願
ヲ
仏
前
二
発
シ
、
龍
神
八
部
、
仏
勅
ヲ

　
在
世
二
奉
ッ
テ
法
誓
ヲ
心
中
二
護
ル
コ
ト
ヲ
忘
レ
ン
歎
、
天
人
龍

　
神
、
誤
ッ
テ
改
ル
ニ
憚
ル
コ
ト
勿
レ
、
速
二
甘
露
ノ
雨
ヲ
降
シ
テ
、

　
忽
二
災
旱
ノ
憂
ヘ
ヲ
除
カ
ン

と
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
論
を
強
め
る
。
そ
の
神
国
で
あ
り

且
つ
仏
教
の
守
護
す
る
国
で
あ
る
我
国
に
対
し
て
、
旱
魅
を
も
っ
て

人
々
を
苦
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ニ
宝
福
田
ヲ
悪
ミ
奉
ル
」
こ

と
で
あ
り
、
「
仏
勅
ヲ
在
世
二
奉
ッ
テ
法
誓
ヲ
心
中
二
護
ル
コ
ト
ヲ

忘
レ
」
た
も
の
の
所
業
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
い
き
つ
く
先
は
、
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天
人
龍
神
、
誤
ッ
テ
改
ル
ニ
憚
ル
コ
ト
勿
レ
、
速
二
甘
露
ノ
雨
ヲ

　
降
シ
テ
、
忽
二
災
旱
ノ
憂
ヘ
ヲ
除
カ
ン

と
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
又
、
中
天
の
舎
衛
大
国
に
お
い
て
は
、
毎
年
一
度
法
会
を
設
け
て
、

い
る
の
に
も
、
龍
王
は
そ
の
国
を
守
っ
て
「
風
雨
時
に
順
フ
」
の
に
、

春
夏
二
度
大
会
を
修
し
て
い
る
我
国
に
お
い
て
、
「
雨
渾
時
二
階
ハ

不
」
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
納
得
出
来
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
そ
れ
は
、
「
大
龍
王
、
雨
を
惜
ミ
テ
何
ゾ
我
国
二
不
降

ル
」
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
六
十
余
州
の
人
民
の
口
中
の
食
を
失

わ
せ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
君
ニ
、
代
ッ
テ
▽
心
深

誠
ヲ
陳
べ
」
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
此
詞
ヲ
聴
シ
ー
四
海
ノ
龍
神
ヲ
聚
テ
此
事
ヲ
怨
ム
、
翼
ク
八
時
日

　
ノ
程
ヲ
廻
サ
不
シ
テ
忽
二
甘
露
之
店
ヲ
降
セ
、
然
バ
則
春
稼
シ
秋

　
熟
シ
テ
、
国
九
年
之
蓄
を
保
チ
…
…
…
…
…

と
、
祈
雨
の
必
要
性
と
緊
急
性
と
を
重
ね
て
、
述
べ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
「
龍
神
道
理
に
せ
め
ら
れ
、
天
地
感
応
し
て
、
陰
雨
忽

ち
に
引
き
覆
ひ
、
大
雨
頻
り
に
下
り
に
け
り
」
と
あ
り
、
目
的
が
達

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
龍
神
に
対
す
る
働
き
か
け
は
、
先
に
指
摘
し
て
る
よ
う
に
、
１
・

２
・
３
の
順
序
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
そ

の
敬
白
の
後
で
最
勝
経
の
講
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ

る
。

　
（
因
み
に
澄
憲
は
第
二
日
の
夕
座
の
導
師
で
あ
る
。
）
こ
の
敬
白
は
、

諒
々
と
説
き
聞
か
せ
る
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
所
謂
「
情

に
訴
え
る
」
と
い
う
の
と
は
好
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
こ
の
よ
う
な
謂
わ
ば
論
理
性
を
も
っ
た
も
の
が
、
澄
憲
の
唱
導
の

全
体
的
な
特
徴
で
あ
る
の
か
。
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
考
え
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
）

お
わ
り
に

　
古
来
、
時
機
相
応
し
て
の
降
雨
が
望
ま
し
い
こ
と
は
、
少
雨
も
多

雨
も
と
も
に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
現
在
に
お
い
て

も
、
殆
ど
同
様
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
祈
雨
（
雨
請
い
）
の
資
料
は
、

そ
の
こ
と
の
重
大
さ
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
『
源
平
盛
衰
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
澄
憲
の
析
雨
説
法
の
記
事
も
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
天
下

旱
魅
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
う
け
て
、
雨
を
龍
神
に
祈
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
恒
例
に
よ
っ
て
最
勝
講
が
勤
修
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
勝
講
そ
の
も
の
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
時
の
澄
憲
の
「
敬
白
」
の
内
容
を
、

問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
敬
白
の
」
内
容
が
、
「
理
を
責
め
」

だ
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
道
理
を
通
し
て
龍
神
を
説
得
し
た
よ
う

な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

　
Ｉ
、
現
状
の
説
明

　
２
、
原
因
の
究
明

　
３
、
降
雨
の
説
得

と
い
う
順
序
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
相
手
に
応
じ
て

８－一



臨
機
応
変
に
唱
導
し
て
い
る
澄
憲
と
、
異
な
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
周
到
に
用
意
さ
れ
、
論
理
的
に
構
成
さ
れ
た
敬
白
を
楓
誦
し

て
、
龍
神
に
対
し
て
降
雨
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
説
道
の
抜
群
、
当
座
の
降
雨
、
古
今
誠
に
類
な
し
、
御
観
賞
あ
る

　
べ
き
か

と
い
う
摂
政
の
こ
と
ば
も
頷
け
る
も
の
で
あ
る
。
猶
、
澄
憲
は
こ
の

功
に
よ
っ
て
権
大
僧
都
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。

註１
、
『
源
平
盛
衰
記
』
の
引
用
は
、
校
注
日
本
文
学
大
系
　
第
十

　
　
五
巻

２
、
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　
に
よ
る
。

３
、
『
性
霊
集
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に

　
　
よ
る
。

４
、
『
古
事
談
』
の
引
用
は
、
現
代
思
潮
社
に
よ
る
。
上
巻

５
、
『
古
今
著
聞
集
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　
に
よ
る
。

６
、
『
雨
言
雑
秘
記
』
は
、
続
郡
書
類
従
　
二
十
五
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

－９－
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